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iPhoneのスクリーン全体を交換するための、より簡単な修理方法は、	フィックスキットと...
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はじめに

iPhoneのスクリーン全体を交換するための、より簡単な修理方法は、	フィックスキットと	こち
らの簡略版修理ガイド	を利用してください。

修理技術の高い人は、このガイドはiPhoneのLCDとデジタイザアセンブリのみ(つまり裸のフロ
ントパネル)を交換します。この作業ではオリジナルのスクリーンから交換パーツに、LCDシール
ドプレート、フロントカメラ、イヤピーススピーカー、LCDシールドプレートとホームボタンア
センブリを含む、幾つかのコンポーネントを移植しなければなりません。

いずれの場合でも、Touch	ID(指紋認証)機能を保つため、オリジナルのホームボタンを新しい
ディスプレイに移すことが重要です。

[video:	https://www.youtube.com/watch?v=-uGY9cmERZY]

ツール:

P2	ペンタローブドライバー	(1)
Anti-Clamp	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
iFixit開口ツール	(1)
万能ハサミ	(1)
ピンセット	(1)
iOpener	(1)
#000	プラスドライバー	(1)

部品:

iPhone	6	PlusのLCD	スクリーンとデジタ
イザー	(1)
iPhone	6	Plusのフロントパネルアセンブ
リのケーブルブラケット	(1)
iPhone	6	Plus	ステッカーとホームケーブ
ル付きLCDシールドプレートと	(1)
iPhone	6	Plus	LCDシールドプレート	(1)
iPhone	6	Plus	LCDシールドプレートス
テッカー	(1)
iPhone	6	Plusホームボタンリンクケーブ
ル	(1)

https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-screen
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6+Plus+%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/30265
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.amazon.com/s?k=scissors&crid=7BYBQJ44ZY9O&sprefix=scissor%2Caps%2C221&ref=nb_sb_noss_1
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-lcd-and-digitizer
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-front-panel-assembly-cable-bracket
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-lcd-shield-plate-with-sticker-and-home-cable
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-lcd-shield-plate
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-lcd-shield-plate-sticker
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-plus-home-button-link-cable


手順	1	—	ペンタロープネジ

作業を始める前に、バッテリーの
残量を25％以下まで消費してく
ださい。充電されたリチウムイオ
ンバッテリーにアクシデントで穴
を開けてしまうと、引火や爆発の
原因となります。

iPhoneの電源を必ず切ってくだ
さい。

Lightningコネクター両側の3.6
mmペンタロープネジ2本を外し
ます。

手順	2	—	ディスプレイ上のテーピング

ディスプレイのガラスが割れている場合、作業中さらにダメージが広がったり、作業中、怪
我をしないようガラスの表面にテープを貼ります。

透明な粘着テープをiPhoneディスプレイ表面上に二重に装着します。
この手順によってディスプレイを持ち上げた際に、ガラスが飛び散ったりすることなく、構
造を保つことができます。

作業中、ガラスが飛び散ることがあるため、保護メガネを着用してください。

次のひび割れたガラスのため、次の手順で吸盤カップを引き上げれない場合は、ダクトテー
プのような強力な粘着テープを使ってハンドルを作り引き上げてください。



手順	3	—	リバースクランプの使用方法

次の3つの手順では、デバイスの開口作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。

リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルを後方に引き、リバースクランプのアームのロックを解除します。

iPhoneの左/右側の端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップを、ホームボタンすぐ上のiPhoneの下端付近に装着します。上部に一つ、下部に
1つずつ取り付けます。

両側のカップをしっかりと押し付けて、取り付けたい位置に装着します。

作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表
面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順	4

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤カップ両側の位置が合っていることを確認してください。位置がずれてきた場合は、吸
盤を少し緩めてアームの位置を合わせてください。

クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング
ピックを挿入します。

クランプで十分な隙間が作れない場合は、さらに接着面に熱を当てて、クランプを1/4程度時
計回りに回してください。

一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。クランプをまわしたら数秒間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の3つの手順をスキップして手順7までお進みください。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/BSluctHhVVqhGtfj.full


手順	5	—	フロントパネルアセンブリ

シングルタイプの吸盤カップを
使って、フロントパネルを引き上
げます。

吸盤カップをホームボタン上の
スクリーンに押し当てます。

カップがスクリーンにしっかり
と固定しているか確認します。

ディスプレイの亀裂の程度がひ
どい場合、吸盤カップがしっか
りと装着するために、透明な梱
包テープを表面に貼ってくださ
い。もしくは吸盤カップの代わ
りに、強力テープを使用できま
す。それでも上手くいかない場
合は、壊れたスクリーン上に強
力ボンドをつけた吸盤カップを
付けて固定してください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E4%B8%8A%E3%81%AE%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0/103487


手順	6

片手で	iPhoneを押さえながら、
吸盤カップを引き上げて、ゆっく
りとリアケースからフロントパネ
ルアセンブリを離します。

時間をかけてゆっくりと、同じ
強さ加減で作業を進めます。他
のデバイスに比べてより強固に
接着されています。

プラスチックの開口ツールを使っ
て隙間に差し込み、リアケースか
らディスプレイアセンブリを丁寧
にこじ開け、吸盤カップで持ち上
げます。

フロントパネルアセンブリをリア
ケースに固定させているクリップ
が幾つかあります。吸盤カップと
プラスチック製開口ツールの両方
を使いながら、フロントパネルア
センブリを外してくださ。



手順	7

吸盤カップ中央のグリップを持ち上げて、吸引力を緩めます。

吸盤カップをディスプレイアセンブリから取り外します。

手順	8

本体上部先端を蝶番にして、背面ケースからフロントパネルアセンブリのホームボタン端を
引き上げます。

約90度の角度でディスプレイを開け、後ろに立て掛けて固定できる衝立を置きます。
ゴムバンドでディスプレイと衝立を留めて動かないようにします。これはディスプレイケー
ブルがアクシデントで引き伸ばされるのを防ぐためです。

急ぎの場合は未開封の飲料用缶を使用できます。



手順	9

フロントパネル上部に留められた幾つかのクリップを蝶番のようにして、本をめくるように
フロントパネルアセンブリを開きます。

再組み立ての際は、クリップが背面ケース上部端のちょうど真下になるように配置します。
それからフロントパネル上部先端と背面ケース上部先端が重なるまで上方にスライドしま
す。

手順	10

次のプラスネジをバッテリーコネ
クターブラケットから外します。

2.3	mm	プラスネジ	ー1本

3.1	mm	プラスネジー1本



手順	11

iPhoneからメタル製バッテリー
コネクターブラケットを取り出し
ます。

手順	12

爪先もしくは開口ツールの先端を
使って、基板上のソケットから
バッテリーコネクターの接続を外
します。

バッテリーコネクターのみにツー
ルを差し込んで持ち上げてくださ
い。基板のソケットに接触しない
でください。コネクター全体を破
損してしまうことがあります。



手順	13

フロントパネルアセンブリーの
ケーブルブラケットに留められた
ネジを外します。

1.2	mm	ネジー3本

1.5	mm	ネジー1本

2.9	mm	ネジー1本

絶対に赤い丸印のネジ穴に長いネ
ジを差し込まないでください。基
板にダメージを与えてしまいま
す。

手順	14

基板からフロントパネルアセンブ
リのケーブルブラケットを取り外
します。



手順	15

次の4つの手順ではケーブルコネクターのみこじ開けます。基板上のケーブルコネクター用ソ
ケットには接触しないでください。

フロントパネルを固定したまま、爪先もしくは開口ツールの先端を使って、正面カメラとイ
ヤピーススピーカーのコネクタの接続を外します。

手順	16

ホームボタンケーブルコネクターの接続を外します。



手順	17

この手順でケーブルの接続を外したり、再接続する前に、バッテリーの接続が外れているか
必ず確認してください。

プラスチックの開口ツールを使って、ディスプレイデータのケーブルコネクターの接続を外
します。

デバイスを再組み立てする際は、本体ディスプレイのデータケーブルがコネクターから飛び
出すことがあります。これは電源スイッチを入れた時、黒い画面に白い線が表れる原因とな
ります。この症状が現れた場合は一度ケーブルを再接続して、再起動してください。電話を
再起動する一番ベストな方法は、バッテリーコネクターの接続を切ってから再び再接続しま
す。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6+Plus%E3%81%AE%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/29424#s69596


手順	18

最後に、デジタライザーケーブルコネクターの接続を外します。

デジタイザーケーブルを再接続する際は、コネクターの中央部分を押さないでください。コ
ネクターの端一方を押してから、もう片方を押し込みます。コネクターの中央を押してしま
うと、コンポーネントを曲げてしまい、デジタイザーにダメージを与えてしまうことがあり
ます。

手順	19

リアケースからフロントパネルア
センブリを取り出します。



手順	20	—	イヤピーススピーカー

コンポーネントブラケット上部に
留められている次のネジを外しま
す。

1.5	mm	プラスネジー1本

2.3	mm	プラスネジー2本

手順	21

ディスプレイアセンブリからイヤ
ピースブラケットを取り外しま
す。



手順	22

スパッジャーの平面側先端を使っ
て、正面カメラとディスプレイ
ケーブルをこじ開け、丁寧に邪魔
にならない位置へ移動させます。

手順	23

ピンセットの先端を使って、イヤ
ピーススピーカーをしっかりと固
定して持ち、ディスプレイアセン
ブリから取り外します。



手順	24	—	正面カメラとセンサーアセンブリ

スパッジャーの先端を使って、ディスプレイアセンブリの角からセンサーケーブルアセンブ
リを引き上げていきます。

ケーブルは適度な接着剤で留められています。

手順	25

ディスプレイアセンブリから正面カメラとセンサーケーブルのマイク部分を取り外します。



手順	26

正面カメラとセンサーケーブルア
センブリをディスプレイアセンブ
リから取り出します。

交換用のアセンブリにスピーカー
用のメッシュがインストールされ
ている場合があります。(インス
トールされていない場合もありま
す。)付いていない場合は、古い
アセンブリから取り出して移植し
てください。ヘアドライヤーを
使って温めて、ピンセットで慎重
に剥がすかこじ開けて外します。

手順	27	—	ホームボタンアセンブリ

フロントパネルに留められたホー
ムボタンブラケットから1.8	mm
プラスネジを2本外します。

https://www.ifixit.com/products/iphone-6-and-6-plus-earpiece-speaker-mesh


手順	28

フロントパネルアセンブリから
ホームボタンブラケットを取り出
します。

手順	29

スパッジャーの先端を使って、ホームボタンケーブル上のソケットからホームボタンコネク
ターの接続を外します。



手順	30

丁寧に、ホームボタンコネクター
ケーブルの下にスパッジャーの先
端を差し込みます。

フロントパネルアセンブリに付け
られた接着剤を剥がしながらス
パッジャーを動かして、ホームボ
タンコネクターケーブルを外しま
す。

ケーブルが簡単に外れない場合
は、iOpenerもしくはヘアドライ
ヤーを使って、接着剤を柔らかく
してから再試行してください。
ケーブルにダメージを与えないよ
うにご注意ください。

https://www.ifixit.com/products/iopener


手順	31

ホームボタン周辺のラバーガスケットは大変薄く、簡単に裂けてしまいます。

iOpener、ヒートガン、ヘアドライヤーで中程度の熱を当てて、ホームボタンガスケットを
固定している接着剤を緩めます。

指先を使って、ディスプレイアセンブリの正面側からホームボタンをゆっくりと押し出しま
す。しっかりと一定の力を与えて、フロントパネルからホームボタンのラバーガスケットを
外します。



手順	32

スパッジャーの先端を使って、フロントパネルアセンブリからホームボタンを画像のように
離します。

手順	33

フロントパネルアセンブリから
ホームボタンアセンブリを持ち上
げ、取り出します。



手順	34	—	LCDとデジタイザ

ディスプレイアセンブリに留められたLCDシールドプレートから1.7	mmプラスネジを2本外
します。（上部に1本、下部に1本あります）

手順	35

LCDシールドプレートの両側から1.3	mmプラスネジを3本ずつ（計6本)外します。



手順	36

強固な接着剤でディスプレイアセンブリの裏側に留められているホームケーブルの先端（2番
目の画像で赤色でハイライトされた箇所です）を取り外す作業に移ります。iOpener	を準備
して、ホームボタンの上に直接置き、ディスプレイアセンブリの下部を温めてから作業に取
りかかることを強くお勧めします。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


デバイスを再組み立てする際は、このインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてくだ
さい。

手順	37

LCDシールドプレートを丁寧に持ち上げますが、完全に取り外さないでくださいーイヤホン
スピーカー側の先端をディスプレイアセンブリから数ミリ持ち上げます。

反対側をゆっくりと持ち上げて（ホームボタン側）ディスプレイアセンブリからホームボタ
ンケーブルを剥がします。

ホームボタンケーブルを取り外す作業は十分注意してください。ケーブルは裂けやすいため
です。ケーブルからわずかな抵抗感でも感じたら、	iOpenerを再度温めて、接着剤を柔らか
くします。

LCDシールドプレートをディスプレイアセンブリから取り外します。

ディスプレイアセンブリが残ります。


